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北海道農業研究センターから譲渡された土壌試料

Soil Samplcs Trallsfered■om National Agricultural Rescach Ccntcr for Hokkaido Rcgion

神山和則
*,大
倉利明

*

Kazunorl Kohyallla alld Toshiaki(Э hkura

l.は じめに

北海道農業試験場 (現 北海道農業研究センター)では 5万分の 1縮尺の北海道の農牧地及
び農牧適地の土壌調査を昭和 21年から48年にかけて実施した。調査時に採取した土壌サンプ

ルは一般理化学性分析に供した他、テーマ別の解析に用いるため保管されてきた。しかし、平

成 18年度からの中期計画による組織改編により研究室体制ではなくなつたこともあり、これ

らの土壌サンプルを継続的な保管が難しい状況となつてきた。以上のことから農業環境インベ

ントリーセンターでは (1)採取地点が特定でき、(2)断面記載、分析値がある土壌サンプ

ルを譲 り受けることとした。

2.北海道農試の上壌調査
地力保全基本調査による土壌調査が農地に限定されていたことに対し、北海道農試の土壌調

査では、調査範囲が農牧適地に及んでいることが特徴である。すなわち、調査時点では非耕地

であつても比較的地形条件の良い場所 (概ね、傾斜 15度未満、標高 400～ 500m以 下)あ る

いは過去に入植履歴のある場所を含んでいる。このため土壌調査結果は、北海道の農地開発調

査に利用されてきた。

これらの調査結果は市町村別報告書としてまとめられたが、関係市町村に配布されただけであ

つた。いくつかの市町村をまとめ支庁別あるいはさらに細分した地域別に編集 したものが北海

道農業試験場土性 (壌 )調査報告 (全 32編 )と して刊行されている。また、その集大成として 60

万分の 1北海道土壌図が昭和 60年に刊行された。なお、土壌調査報告書については北海道農

業研究センターホームページ (http://cryo.n肛 o.attc gojp/)の 「公開データベース等」から見る

ことができる。

3.土壌サンプルの概要
本年度に譲渡された土壌サンプルは石狩支庁をはじめとする 8支庁の約 1300地点の約 4000

サンプルである (図 1)。 胆振支庁、渡島支庁、留萌支庁についてはサンプルは保存されてい

たが、採取地点を特定できる資料がなかった。また、十勝支庁、根室支庁についてはサンプル

が保存されていなかった。空知支庁のサンプルは採取地点との照合が終了していないため次年

度に照合の上譲渡を受ける予定である。

主要な土壌型別のサンプル割合は未熟± 6%、 火山性± 17%、 褐色森林± 18%、 疑似グライ

± 7%、 低地± 48%、 泥炭± 4%で あつた (表 1)。
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表 1 土壌型別地点数

土壌型
士

中分類

地′点数

大分類

未熟土 //ヽ計 % rδ〃

残積未熟土

砂丘未熟土

火山放出物未熟土

湿性火山放出物未熟土

8

16

39

13

火山性土 //ヽ計 2ゴイ ″θ″

未熟火山性土

湿性未熟火山性土

褐色火山性土

黒色火山性土

湿性黒色火山性土

厚層黒色火山性土

湿性厚層黒色火山性土

26

10

45

65

9

43

16

褐色森林土 グヽ計 22■ 白7〃

褐色森林土

酸性褐色森林土

30

191

疑似グライ土  //ヽ計 ra∂

疑似グライ土

グライ台地土

79

3

ポ ドゾル ポ ドゾル 0″

赤黄色土 暗赤色土 (貧塩基 ) 0〃

低地土 //ヽ計 ″a〃

褐色低地土

灰色低地土

グライ低地土

359

186

57

泥炭土 〃ヽ計 Z″

低位泥炭土

中間泥炭土

高位泥炭土

33

12

5

合計
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1251 (100.0)

北海道土壌分類第 2次案の大分類と中分類
()内の数値は%
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図 1 支庁別地点数

()はサンプル数

4.おわりに

今期中期計画では農地土壌と林野土壌を含めた包括的土壌分類試案を公開することを計画し

ている。先に述べたように、北海道農試の土壌調査は非農地の調査データを含んでいることか

ら農地土壌と林野土壌のす りあわせに役に立つと考えられる。調査地点については既に pHや

リン酸吸収係数などの基本的な分析データがあるので、譲渡を受けたサンプルを利用して、今

後、新しい分類試案に適用するために必要ないくつかの化学分析データを加えることによりそ

れぞれの土壌の分類試案における位置づけを明確にすることが可能になると考えられる。さら

に、こうした多くの地点の断面、分析データを用いることでより良い分類試案の提示に役立つ

ことが期待できる。
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